
日当りのよい暖地の低湿地に生える小さな一年草。茎は短く、花茎を除いて高さ0.5-1cmになり、葉は2-4

対つき、卵形または長楕円形で、長さ7-15mm、幅3-6mm、先はややとがり、3本の脈がある。8-9月、茎頂

と葉腋から高さ2-10cmの花茎を1-3本伸ばし、1-3段になって3-15個の花を散形状につける。花茎の下部

には短毛が生える。苞は小さく披針形。花柄は細く、長さ0.5-1cmで、無毛である。萼は鐘形で、1/3ほどま

で4裂する。花冠は白色、鐘形で4裂し、径約2.5mm。

新たな生育地が確認されている。2020年版でBランク

からCランクに変更した。

ため池およびその周辺の湿地や草原の保全が重要で
ある。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、宝塚市、加古川市、西脇市、三木市、小野
市、加西市、加東市、多可町、姫路市、宍粟市、たつの市、豊
岡市、丹波市

■ 国内分布

本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

マチン科

兵庫県ランク…アイナエ
環境省ランク… －Mitrasacme  pygmaea  R.Br.


